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試一験調査の部

｜海況漁況調査
大阪湾における水産資源の動態把握に必要な基礎資料を得るため、前年度にひきつづき海洋学的諸条

件と漁業状況を凋査した｡なおこの闘査は漁況園査を除き水産庁の委託(瀬戸内海漁業基本圏査)たよ
るものである｡

ユ大阪湾定線観測

観測地点

観測方柱

観測結卯

前年と同じ15地点（観測地点図）

海洋観測法に準拠

月別ゆ水温､塩素量の概要は漁海況鯛査の項に記載

付表,1定線観測表（昭和44年1月～12月）

2 定置観測

観閲地点大阪府水産試験

場地先‘

観測方法海洋観測法に準

拠

観測結果付表2定置観測

表、付表3風向

風力表｣波浪天

候壷おfぴ月別
気温、水温、比

重の推移表

3卵稚仔鋼査

大阪湾定線観測の1

において、毎月上

ネットにより底層

で垂直採集を行つ

5地点

回⑬

表履ま

調査鷲

おり

－1－
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果は付淡1定線槻測汲のとおりである

4カタクチイワシ陸上鯛ヨ

岸和田市赤木漁業協同組合に陸勘げされたカタクチイワシについて、6月～10月毎月l～3回20

足／回を難作為採渠し、体曇測定（体曇組成〕を行救うとともに漁期の初、中、終期のものについて、

梢密測定(体提､休砿測定､性別､生殖8錘恥生殖腺の左右の長さも脊雄渦数)を行煎った。翻在騨

果は付表4カタクチイワシ体長組成表および諸密測定淡のとおりである。またイワシ巾蒋網による月ヌ

の漁護量は、付変4－3統計茨のとおりである。

5漁況鯛査

毎月2回ﾊ2和田市以南の主要5漁協についてその漁獲状況を聴取り、毎月中旬鋤海況を速報にとりま

とめて府下加協はじめ関係先に送付していろ。昭和44年1月～12月の月別海況、漁況の擬要は次のと

とおりであるo

月別、気温、水温、比亜の推移（定慨観測）

水
気
比

一
一
一

温
温
正澱墜

30r

比i

《
"

2C

10 10

123456789101112ノ

－2－
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水

毎 況

Z 塩 素 E
漁‘槻

9.0℃～9.5

月より約8.1

例年よりもI

めであったズ

ある

.となり先

｡の低下で

)℃前後低

昨年並て

16669％･～17．6

賎と例年並みで、昨年

よりも5m以深が、0‘54

%｡-0.67&高めである●

石けた網で、エビ顕、カレイ融のほか

オコゼが徐々に漁獲され始めた。シダ

熟は減少傾向で最も少救い。たこつぼ

でのマダコは例年よりやや多く、天然

ワカメも徐々に採弗され始めたが、昨

年の10分の1である。

2

侭

9,7℃～1’

よりやや商3

年よりも1.:

昨年とでは

℃それぞれ1

|℃と先月

:なり、例

〕～1.5℃

'℃～3.5

)である〔

16.99%｡～17.S6%

と先j1並で、表隔が例坤
‘』__

より0．5聴｡海い程度マ

5>腕以深は例を属昨を
､

とあまりかわらない
~

今月は全般に低鯉で、石けた綱でのオ

コゼ、シダ知は少なく、やや多いのは
巳

エビ軸である。天然ワカメは少坑い。

3

月

先月より約

10℃前後と

例年並で昨掛

℃～1.5℃稲

℃低め‘

1つたが

iりも0．5

'であ眉

1'6．63g,～17.77%

と先月と大差なく例年劃

であったが、5圃以深I;

昨年よりも0.38*o～［

s1%商めである。

エビ麹のほか下旬頃から延縄でアナ式

定置網で、ハリイ力、コウイカが徐々

に漁穫され始めた。天然ワカメは昨年

に比し相当悪く、不作のようである。

今月から、まき網が出漁してコノシロ

を漁讃しているが漁獲の変動が大きい。

０
Ⅱ
０
〃

10.5℃～I

月より1.6℃‐

めとなったが、

もO.i℃～1.

'8℃と

'1.9℃

例年よ

℃低め

16.98go～17．9l%o

で例年より表胸、低脳ヌ

.やや商く、昨年とでは

0．45%｡～i.o%高め

石けた網、定慨網、まき網慰いさり漁

業、のほか述網（アイナメ〕、えび淵
▽

網（エビ罫I、イカ敵、アナゴ､エソ）

が出漁し始めたが、述網でのアイナメ
、
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昨年とでは1.1℃～2.

℃商めであ署

13.3℃～15.9℃と鈴

月より平均3.3函く謝

り、結に表層は5.1℃α

昇温で例年並となった力

5in以深では1.1℃～u

℃低めである。昨年とて

は0．5℃～1.7℃高めて

あるが、底刷に行くにし

たがいその差臆少ない。

Iii7.6℃～19.6℃と先
I

ﾉｻより平均4.4℃の昇温
D

J

であったが、 我刑は、棚

年、昨年に比し1.1℃～

1.4℃低めである‘

5m胴以深は例年並で昨

年よりも0.5℃－1.3℃

商めである

21．0℃～22.7℃と先

月に比し平均3.0℃昇温

したが、例年より0.6C

である，

16．53筋～17．91％

で表胸が先月よりやや低

い程度で例年並である

昨年とでは0.45%｡～

1.10&>高めである

16.29%～17．859!

で先月とあまりかわらす

例年並となったが、5

胸以深は昨年よりも0.7

%｡～I.3OKo商めである

13．37脇～17．469

で特に表臓は降雨のえ、

きょうで、先月より糸

－4－

えび漕網でのエビ類、イカ熟、アナゴ

は少ないが、小形のエソが多い。また，

まき網でのコノシロは平均的な漁猫ズ
Q

できるように煎った。天然ワカメは8

年より相当少炊いc

今月は延縄（アナゴ）も出漁し始めプ

が例年より多い。建網でのキスは徐

に漁猶され始めたが漁期がおくれて

る。石けた翻鳴定侭網、建網でのイブ

郷ま少なく、定悩網、建網でのウマ；

ラハギの漁盤は少ないが昨年より漁）

は早い。

石けた縄えび漕網でのエビ頚はや』

少なく、シャコは徐々に多くなって↓

る。まき網でのコノシロは先月にひミ

つづき平均した漁護である

今月は板びき網（アナゴ、エソ、力I

イ熟、キス、エビ熟、シャコ）、い』

し巾着網（カタクチイワシ）が出漁1

始めたが、カレイ類、キスは少なく、

カタクチイワシは小羽が昨年よりも善

い。石けた綱では主にシャコを漁独1

ており、えび漕網でのエビ麺と定職$

でのアジは多い｡また､まき網での．

シロは先月より多く畦っているが、辿

網でのカレイ剛は昨年より少ない。

石けた縞でのシャコは先月より少な

板びき網ではアナゴ、エソ、カレイリ

のほかイポダイ、シログチも徐々に漁



j

I

ノ

I

j

～2‘6℃低’

りも約1.01

めである〔

23．6℃～1

月より平均；

なったが、0

℃～1.3℃ロ

表層は昨年ヨ

5m届以深I

℃低めであ2

一一一一参一

23．6℃～

月とほとん

褒層は例年j

りも1．1℃i

しかし、5

年、昨年に

-1.9℃低

で、昨年よ

－1.5℃高

S.3℃と先

|℃高めと

Eよりも0．

bとなった

?あるが、

|､1℃～1．

トーー●－－－－

6．9℃で針

伽わらず、

で、昨年』

bとなつハ

ロ以深は‘

し、1.01

であるc

3.00%,低めとなり、例

年とでは0.8¥%o，昨』

よりも2.9i%oそれぞ3

低めとなった。5m層」

深は例卦も昨年並であ

15．58%,～17．07%o

で表層は先月より2．2

船高めとなった。しか

5m層以浅は、例年、昨

年に比し0.62%e～1.2

%｡低めで、底層は例年

りも0．75%o低いが、肺

年並である

15．54o～17.7,

と表層は先月並で、例壬

昨年に比し0．94銑～

1.3砧低めとなった

しかし5m屑以深は先ノ

．より0.72o～0.76*c

高めとなったが、例年、

昨年並である。

－5－

ヶ

獲され始めた。えび浦網でのエビ鋤は

先月より少煎く、定置網ではア愛のほ

かタチウオが漁獲され始めた。砿網で

のカレイ熟は昨年よりやや多い。まき

網では先月にひきつづきコノシロが多

い。いわし巾着網でのカタクチイワシ

は先月よりやや少ない‘

石けた網では先月よりカレイ鋤がやや

多く、シャコは先月並、板ぴき網での

アナゴは先月より少な&もイポダイは
｡

盛漁期に入ったが、昨年のI々である。
巳

えび漕網でのエビ類は先月並、定陵煽

ではコノシロ、アジ類のほかタチウオ

が多夢されはじめた。建網ではカレイ

類、アイナメのほかカワハギが漁穫さ

れはじめたが、漁期がおそく母も少癒

い。まき網では今月よりタチウオを漁

穫しており、コノシロ、アジ期、サ'1
ｳ

は少ない。いわし巾着網は月前半は力

タクチイワシが不漁のためコノシロ
の 昏

タチウオを漁獲していたが、後半はﾉI

羽のカタクチイワさを漁穫している。

石けた網でのカレイ顕、シャコは先月

より多く、板びき網でのアナゴ、イボ

ダイは少なく、イカ鋤は昨年並、えび

漕網でのエビ麺は先月に比し大形のエ

ビが少ない。定置網ではコノシロ、ア

ジ難、タチウオ、カワハギが多く、ア

イゴは少ない。建網でのカレイ敵は昨

年並で、カワハギは先月より多く、昨

年より相当少ない。一本つりではタチ

ウオが多・<、まき網ではコノシロを漁

猶'ﾉてい為囲刺網ではさ･イナぷうを

いわし巾若網では中大羽のカタクチ
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22．5℃～23．2℃でタ

月より平均2.3℃の低丁

となったが、表履は例鼻

並で昨年よりもやや低I

程I魁しかし、5n層以

深は例年より0.9℃～1.’

℃、昨年とでは1.5℃－

1.6℃それぞれ低めで3

ろ｡

18.1℃～18.5℃とう

月より平均4.5℃の急1

降と煎って、例年よ！

1.1℃～2.0℃、昨年と

では1．5℃～1.9℃そオ

ぞれ低めである，

17．549駒－17．7791

で、淡屈は先月より2.00

賊高めとなり､例年、

昨年に比しても1．09*o

～1．21%高めである。

5m闇以深は、例年、閉

年並である。

17．44*｡～17.56*0

と先月並で、表層は例埼

より商いが昨年並、5m

胴は例年、昨年並、底、

l釧年並で、昨年より

やや低めである。

－6－

ワシをそれぞれ漁狸している，

石けた網でのカレイ融、エビ類、シヤ

コは先月より少なく、イカ類は多い‘

板びき網でのアナゴ、イボダイ、イカ

頚、シャコは先月並でカレイ類、エビ

熟は多く、えび漕網では大形のエビ数

がやや多い。定置網でのアジ類、コノ

シロ、タチウオは先月より少ない力

昨年並、建網でのカワハギ、カレイ熟

は先月より少ないが昨年塊一弓本釣で

のタチウオ、まき綱でのコノシロ、囲

刺網でのイナ、ボラは先月より少救<・

いわし巾若網でのカタクチイワシは先

月より相当少なくなって今月で終漁と

術』

石けた網でのエビ熟は少なく、カレイ

鋤、アナエイカ敵は先月並で、シャ

コ、アカガイは多く、シダ敵は徐々に

漁猶されはじめて昨年より漁狸が早い。

板ぴき綱でのアナゴは先月より多く、

エビ熟イカ類は先月並、えび漕網で

のエビ熟は中、小形が多い。定腫網で

はアジ類、タチウオが先月よりも多く、

コノシロは先月並で、イカ類が少なく・

救った◎建網でのカワハギ、カレイ麺

は先月より少ないが、昨年泌一耗勺

では小形のタチウオを漁獲して昨年よ

り漁期が長い
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13，2℃～13．5℃と先

月より平均4.9℃の急下

降となって、例年に比し

1.5℃～1-8℃、昨年よ

りも3．5℃～3.7℃それ

"鵜…|書。

17．15％け－－17．77％・

で、先月とあまり差はな

く、例桑昨年並である‘

石けた網でのシダ類、カレイ熟、エ’

紬、シャコは先月より多く、オコゼl

徐々に漁猶されはじめた。えび漕網・

のエビ類は先月より少なく、定贋網・

け丁ジ類が多い。越網でのカレイ類：

よび、たこっぼでのマダコは昨年並（

漁獲である_．



海水中に溶存する微量メチル水銀の

魚貝類への蓄積について

海水中にごく微量しか存在しない多くの金属が、海産生物の菰顛によっては著しく蓄積されるという

ととはかなり知られている。宇井等によると生物体内の濃度と環境水の濃度の比（濃縮係数）は金属や

生物の種により異るが、大体ioMo効範囲にあり、場合によっては高度な蓄積が生物体内で行なわ

れていると述べている。

廃水中に含まれるメチル水銀やカドミウムのような金属が自然界の生物を汚染して恐しい公害病をひ

きおこしていることは周知のりI実である。大阪府下においても微fitではあるがメチル水銀を含めて水銀

を排出している幾つかの工場があって、これらの廃水は淀川、大和川等の河川を通して大阪湾に流入し

ており、その濃度と量によっては内湾に生息する魚貝顛に蓄蔵する可能性も考えられる。そこで大阪湾

で漁穫される魚貝類を実験対象にして、微最メチル水銀溶液中に一定期間飼育して定期的にとりあげ、

飼育環境水の水銀濃度別に体内での蓄積について試験を行なった。救お、この試験は供試魚の飼育を水

産試験場が行ない、水銀分析は府立公衆衛生研究所が担当した共同試験で、結果の詳細は大阪府水産試

験場研究報告第2号（昭和45年9月）に記戦している。

－8－



神崎川河口海域における河川水の拡散について・

’

順霊蝉裂鷲笹:皇篭'憲霊麓鷺繍淵駕鰹
雲妻墓縦親翠撫駕:震窒撫鰯駕駕
の拡散も考慮に入れ

この調査のとりま

ご援助をえた。

なお調査結果の詳

検討する調査を行なった。

めに当り数学的解祈には京都大学防災研究所福尾義昭助教授の全面的なご指導と

。
●

は大阪府水産試験場研究報告第2号(OR和45年9月）に記戦している。

観測点

観測点

'】Z亡・

必

錘、濯Ⅱ妻

神崎川河口海域拡散調査観測地点図

－9－



大阪湾に発生する赤潮の生態に関する研究

赤潮に関する研究については、わが国ではいまだ特定の湾または水域における環境を主体とした赤潮

現象の解明が進められている現状で、赤潮生物を主体にその現象生態を追求する試みはほとんどなされ

ていない◎

そこで当試験場では昭和42年から、大阪湾における赤潮の分布、発生時の初歩的な現象にmする測

査を手がけ、ついで湾東側の府下沿岸における海況を継続的に鋤在し、海況とプランクトンとの関係さ

らにその季節変化等を明らかにして、湾の赤潮について若干の知見を得た。

しかし赤潮の生態を究明し発生機栂に関する手がかりを御るには、湾全域を対象として海況とプラン

クトンの消長、赤潮発生前後の海況と赤潮生物との関係等の調査が必要となった。今回の調査は、プラ

ンクトン部門に三亜喋立大学海洋学敷室の安達六郎教官に参画願い、2赤潮シーズンにわたって湾全域

を対象とした結果、26回の赤潮が観測され、赤潮プランクトンの菰敷とその密度、発生時期、発生海

域、環境との臆畏,等多くの赤潮の生態に関する一面が明らかとなり、大阪流の周年にわたるプランクト

ン、斑境に関する寅料を得ることができた。なお調査結果の詳細は、大阪府水産試験場研究報告第3号

として近く刊行の予定でi蕊｡

ｊ
・

洲本

･ － 4 吋 ､
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劃…1二鰯裳巽年2回（6月、10月）、St2,3,5

2年から中止）におけるプランクトン、桧

磯轟麟蝋競蓋駕墓:鮒
に記戦された方

隻順『…、

ロ

〃

調査の 擬｜要

プランクトン：13××ミユーラーガーゼ製の径5OC瓜長さ15Ocmのプランクトンネットを使用、海

、面表層を水平びきし採集した。得られたプランクトン試料は約3％濃度のホルマリンで固定

鍵|"臆測窪需…。
擢土：計ﾂｸﾏﾝパージ型採泥器を使廟し､海底褒臓泥土および沈潰物を採集し､厚手ﾅｲﾛﾝ

m.…



魚類（カレイ麺・ネズミゴチ）：調査地点と関係なく、大阪湾での底びき漁船により採集された試料で

あって、泉佐野漁業協同組合を通じて購入した。

昭和44年6月および10月に実施した結果は表-1および表-2に示すとおりで､プランクトン、

カレイ類、ネズミゴチ、泥土ともに従来の測定値と比較しても大差は認められなかった。

昭 和44年度海洋鯛査結 果

表-imi回昭和44年6月13日実施

－12－

プランクトン

放射能叶数率

CPm/500*g灰分

海底表層土

放討能計数聯 沈澱灰化物重温

Cpm/100g風乾泥ゴ g/2Og風乾泥土

st2 1■■ 143．9±8，0
も

0．81’

〃3 4．3±0． 109．0±8．5 1．2i;

■■■■■

〃 5

”6

3．5±0．

4．5±0．$

148．8±7．¥3

1 ■ ■

1．031

ー

カレ，イ 骨(Cpm/50Otng灰分)7．9±1．0

内臓（〃） 23．．6＋1．6
■

筋 肉（〃）32．7＋1．8
■

ネズミゴチ 骨（〃）6．6＋1．．0

内臓（〃）28 ． 0 ＋ 1 ． 8
■■

筋 肉（〃）29 ‘ 3 ＋ 1 ． 8
l■

と
ク
缶
貫
み
う
ｊ
Ｔ

頑嘩

st2

多

多5

多（

率

bC

雲 雲形

S1

S1

sも－ci

sC－Cu

風向

wsw

風1 気稚

26．0

26．0

27．0

26．8

渉

1

0

ウネ！ 水力

20．3

19．8

21．0

21.2

水宮

暗緑色

白緑色

透明度

1．

0.〈

5.4

8.6

観測日隙

13日11時45ク

13日10時554

13日13時40夕

13日12時56*



表－2第2回昭和44年10月17日実施
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一
放
Ｃ

プランクトン

射能計数劇

Pm/500g灰分

海底表層土

放射能計数率

CPm/100〃風乾泥土

沈澱灰化物重箇

g/2Og風乾泥ゴ

Bも2 －

173．1+ 1 1.401

8．7±1．1 159．2+13. 1．537

26．2士1．1 59.5+5. 0．671

17.2+1．イ
－

－

カ レ4f C C P r a / 5 0 0 g 灰分)5．4±0．9

メ Ⅸ”）29．6+1.1
一

％ ﾖ （”）63．3 ＋ 2 ． 6

ネズミ ゴヲ f （”）9．2＋1．

ガ ﾖ （〃）47．0 ± 2 ． 2

詞
邸
昇
・
梢

“

st2

』

〃q

〃l
■ も

〃1

毒

be

be

麺 雲形

tc-c

〕u－C

Cu

AC

風； 風力

1

2

2

気龍

23．4

23．9

21．7

21．8

波I

1

〔

内
０
凶

3

ウ＊ 水、

21．0

21．8

20．5

20．9

水色

暗緑色

黄灰色

暗褐色

透明度

3可

1．

6.［

2.：

観測日鴎

17日12時37う

17日13時19う

17日10時356

17日11時284



大阪湾の小型機船底びき網漁業漁場実態調査

ユ飼査の目的

大阪湾の小型機船虚びき網漁業はその歴史も古く、現在も盛んに行なわれており、本府の主幹漁業と

なっている。（43年度本府海面漁業のうち漁獲量で43％、漁獲金額で51％）近年その漁獲対象生

物は環境の悪化にともない、往年と比べ種類、数量および分布にかなりの変化をきたしていろと思われ

る。そこでこの圃査は当該漁業の漁獲物の組成、分布あるいは季節による漁場の変遷等の実態を闘査し、

漁場環境と底魚資源との関連性を把握しようとするものである。

なお、鯛査結果の詳細は、大阪府水産試験場研究報告第2号（昭和45年9月）に記載している昼

圏査方法

）府下の小型機船底びき網漁業の概要

下記の寅料による

a泉佐野漁業協同細合

水揚価格調査表

農林統計事務所泉佐

野出禍所

b大阪水産統計年報

1967～1968

）標本船による出漁漁場
22

と主要漁獲物闘査
洲本。

泉佐野および尾崎漁協

から、各々標本船1隻を

選び、図-1に示す漁区

E
図に従って出漁毎に操典

場所、操業回数、主要漁

獲拠豊．不漁等につい

て操業日鮭の記入を依頼した。（昭和4

）拭験操業による漁区別抑櫛組成と主思

西宮

一
一
面
一
睡
．

ケ〆

大阪湾漁区図図－1

操業日鮭の記入を依頼した。（昭和44年3月～45年2月）

拭験操業による漁区別抑猫組成と主要魚諏の漁場

昭和44年7月と10月に泉佐野および尾崎漁協で傭船した小型底びき漁船（ 9トン、6トン

-14-



奏
一
緬

を
い 度（対水速度〉を測定した。

当箪
＝

神戸〆
大阪

'6 図－2石げた綱

1213

17I

WT泉佐野
252．．

洲本

厚平一躍鏑

図－344年度試験操業漁区

を測定し、主要魚菰については、体長（頭胸甲長ほか）個体亜鐙漁猶物は菰瓢毎に尾数と重量

の測定を行なやた。

麗境調査4）

採水（底脳水）、採泥を行救い次の項目について観測、分試験操業と同時に各漁区の中央で、

1斤した。

底質：泥色、臭気、強熟減量、 粒子組成

水質（底層水）：水温、塩素量

また操業時、漁具に入網したゴミを401容の塩ピカゴを用いて容量を測定し、木片（板切れ

流木等）、塩と製品、布．経空かん、空びん、その他（主としてゴム、皮革、ロープ等）の5

項目に分類し、その百分率を巨測した。

3調遊結果の概要

船底びき網漁業の概要

網漁業には板びき網（たてびき1種）、えぴこぎ網（たてびき2種）、石げた網

-15-

1）府下の4型

府下の底び



（たてびき3種）があり、カレイ、シダ、エソやアナゴ、イポダイ、エビ、カニ、シャコ、イカ、

タコ、アカガイ、モガイ等を漁獲している｡板びき網は魚翻（その漁穫数量の79％、昭和43

年度）を、えぴこぎ網は夜間操業し、エビ瓢（|司じく36％〕を主な漁痩対象としている。石げ

た網はモガイ種苗を専門に漁盤する漁船を除き、魚類42％、エビ類22％、シャコ19％も貝

類11％の漁獲内容である。

小型底びき漁船は290隻（5トン未満106，5～10トン184)あり、着業している漁

船の大部分が5～10トンで、着業統数、出漁日数、漁猫量とも石げた網が多く、えびこぎ網、

板びき網がこれに続いている。また石げた網で操業する漁船の大部分は季節により、板びき網

（夏）あるいはえびこぎ網（春～秋）に漁具を換えて操業している。

2）標本船による出漁漁場と主要漁獲物調査

標本船の操業日誌によると泉佐野の漁船は湾のほとんど全域に、尾崎は湾南部に限って出漁し

ているが、両漁協とも地元に近い漁場での操業が大き救比率を占めている。泉佐野の漁船は地元

から北西6～18K"、水深15～20加の漁場に、尾崎の漁船は地元から西10～20K腕、

水深20～50加の漁場にそれぞれ年間出漁日数の50%以J-出漁している。また主要漁漉魚極

は石げた網による44年3月～6月、10月～45年2月の操業では、ヨシエピ、サルエピ、

アカエピ、シャコもガザミ、マコガレイ、メイタガレイ、シダ類、ミツエソ、アナゴ、タコ、コ

ウイカ、アカガイであり、板びき網による7～9月の操業ではアカガイがなくなり、ハモ、イボ

ダイが多獲されている。

3）試験操業による漁区別漁獲組成と主要魚種の漁場

調査結果から石げた網に入網した底生生物は7月、10月を合わせ､腔腸動惚‘較皮動物、多

毛熟を除き、魚類33、エビ強13、カニ熟14、シャコ顕4，イカ．タコ蛾6，貝類10の計

80歓弾Iとなる。漁業上価値のあるものについては表-1にその組成と穂姻数を示す。

表－1試験操業による底びき網漁業の漁獲組成（％）

7≦月
1

1．0月

L璽一趣_塾

魚蜘

23．‘

24．I

2’

エピリ カニリ

4．1 3．

14． 9.

ｼﾔ零

60．2

31．7

1

イカ．

タコ蕊

4．

8．1

6

貝難

3．1

5．（

主要魚種であるヨシエピは7月、10月を通じ、泉佐野－尾崎沖で、サルエピは仮厚から州本

沖の漁場でよく獲れた。シャコは7月、泉北一泉佐野沖の湾北部漁場で多整されたが、10月Iゴ

7月に比べ少なく湾内ほぼ均一の漁穫量であった。カレイ蛾のうちマコガレイは西宮、大阪港材

の湾奥部から淡輪にいたる比較的沿岸部で、メイタガレイは湾中央から南部の沖合で多く漁猫さ

－16－



れた◎

4） 現 境 野

減燈の値圃大

底層水CT)水

分され､陳

8.0～18.

ロープ類等？

査

水の水質

場の底質はほとんどが泥であり、わずかに洲本沖の漁場が砂泥である。泥色Iま湊

岸部漁場は黒い灰色、湾中央から淡路寄りの漁場では灰、背灰色であった。強熱

阪港から湾中央部にかけて16～14%で商く有機物の蓄菰がうかがえる。

質について述べると、7月は神戸港東嬬一友ケ島の線で水温、填素量とも大きぎ

側は水温21～22℃、填素通17．2～18．0％･であり、西側は20～21℃、

9％･であった。

につい言

採築されたゴミの単位員から推定すると、漁場におけるゴミの総最は少なくと迄

ある。大別すると木片39％も塩ビ製品麺27．％、空かん、空びん翻24％、寺

なっている。ゴミの種類は多禰多様で、その根源は河川によって運ばれたもの

製品翻、紙等）と、航行中の船舶から投棄されたもの（空かん．蜜びん知、布、

とみられ、大阪港付近から湾中央部にかけて最も多く沈職している。

－17－



大型魚礁効果調査

昭和41年から継続して調査しているもので、エキスパンドメタル魚礁沈設数は44年度醐査終了ま

での3カ年に443個、41～45年度で計653個を沈設した。魚礁はエキスパンドメタル製2"×

2"×2〃為板厚4種である。

効果調査は本年をもって打切ったので、過去4カ年の調査資料を基に魚礁効果の判定を試みた。

14,4>年度の調査方法と結果

戸口”-

Ｎ
Ａ
坐
－
１
‐

J●ーﾛ■

泉
南
町

’
／
，

､一八

◎

14

2100(中心）

／も一．~
/

／岬町
』.観音崎／

測J言ﾘーー慰
鈴匂

位 置 図

調査区域は水試より14・，2100"の点を中心とする半径500瓶の区域内である。掘査方法は深

日漁協所属の刺網漁船をよう船し、魚礁群の中心とその沖側、および岸側に投網し、漁穫物を調査した。

1回の投網は1把24魂の底閑蝿40把を使用した。

結果は衣－1に示したが、11月の調査は第1回目揚網後から悪天候が続も｡たので、その後の調査を

中止した。
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表－1投網位股におけるら網状況
I
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考察

）魚諏細成：これまでの柵査結果と合わ･階て出現種類数を魚顛、甲殻熱、軟体猟に大別して図一

に示した。

2）

瓢鴛駕駕蜜震1二，哩

躍撫蜜鮒禽樋麺随
蕊瀞忘鑑謬謹壁’I豊
鯉認の総種別出現個体数凄10-**̂ (15)06)

洲雲需網ItIs'i一§雪
と100以上の4階級に大別しⅥⅨx虹

び股世後8ケ月(42年6月）までは（）内は種麺数合計.f:魚類c:甲殻瀬
どの魚諏も50以下であったが、'.':軟体類
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43年には努力量はさらに増加してい

るが、漁獲量はほぼ回復し、さらに

44年には漁獲量は41年当時の30

トンに回復している。すなわち設匝開

始後2~3年で蕊魚効果､もしくは増
殖効果が認められるといえよう。

以上より岬町地先でのエキスパンドメタル

繍礁股腫にと…1周辺海域で臓中満級魚
種が豊富になり、また設置後2～3年で漁獲

量も増加の傾向がうかがえる。

一ｰ‘■‘一｡~ー■＝

カレイ類(1トン）

ジ．サバ（0.1トン》

その他(10トン】
グチ類(1トン）
タイ甑（1トン）

､ボラ.スズキ(1トン）

41424344年

図－2深日漁協．庭剰網の魚穂別漁獲量の変化

（農林統計より）

注．41年その他にはグチ麺が含まれている。

カレイ類：マコガレイ．メイタガレイ

グチ顕：シログチ．コイチ

タイ類；マダイ．クロダイ

10トン）

lo.K'/日）

(1000日）

｜

図－3深日漁協．底刺網の漁獲量と延出漁日数の変化
（農林統計より）
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表－2魚秋別出現個体数

卜|蕊剰琴門
｜’

|…’
--●一

一一？7－
句 七

41．1

105

サカタザメカワハギ

マァジコチ薮

キ ヌ

10～5

グチ 質

カレイ男

コウイメ

50～100 100＜ 総 数

■

127

42．

マアナゴ丁イナ

マサバマダ

スズヰ

クラカケギス

カワハヰ

マア ツ

グチX

キフ

カレイ要

コウイツ

13C

42．9

ドチザメクロダイ

サカタザメマダ

マサバヒゲソリダ訓

サワラ ハオ コセ

タチウオコチ灘

マァジクルマェヒ

マハ夕

キフ

クラカケギク

カレィ喪

コ ウ イ メ

グチ灘 カ ヮ ハ キ

301

42．11

ドチザメヒゲソリダイ

サカタザメキユウセン

タチウオウマズラハギ

マアジカサコ

イシダ イハオコセ

マハタアイナメ

キスイセエヒ

ﾏダィ

クラカケギス

カレイ男

コウイカ

グチ難 カワハギ

271

43

サカタザメ メ バ ノ I

エソ蛾 カサコ

マァジ ハォコ・も

メ イ チ ダイアイナメ

タラカ ケギスコチ融

ｳマズラハギシダ顕

÷
手ス

カレイ瓢

コウイカ

グチ開

13！

43．

ドチザメアイナメ

エソ熟千ス

マ丁ジクルマェピ

マノ、タコウイカ

キユウセン

グチ灘

イ
ス
キ
砥

ギ
ァ
イ

ダ
識
垂
レ

マ
ク
ウ
力

カワハ計
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カタザ
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ゲンロクダイ

クロソイ

カサゴ

クチキユウセン

スカヮノ、学

Fイウマズラハギ

ギス

グ チ 関

カレイ奥

マ ハ タ

キフ

クラカケギフ

カヮハォ

カレイ関

イシダィ

マ ハ 多

カヮハ当

ウマズラハォ

カレイ斑

コウイズ

グチ覇

グチ関
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大型魚礁引揚調査概況報告

ユ調査の目的

岬町地先海底にはすでに41年度193コ、42年度120コおよび43年度130コq鋼製角型魚

礁（エキスパンドメダル）が沈設されているが、既設魚磯の腐食および付着生物の状況等を調壷して今

後の漁場造成事業に資するため魚礁を引掛げて調査した。

2調杢方法

深田サルベージ腿大徳丸（82．6トン）を8月1

査するとともに、魚礁を引揚げ所定資料採集後再び原

位置に沈設した。

第1回漁水により浮標1の近くで2連結のものを、

第2回溢水により浮標2より南200伽のところでも

2連結のものを発見し引揚げた。

5日傭船し糊水夫により魚礁周辺の海底状況を調

3 結果

対

図－1浮標投入位腫（数字）と魚E
【立侭（○印）および引揚位{段（×印

1）海底の状況

漁水夫の報告では視界は2OC〃程度で、第1回潜

水点では砂質で近くに20Kザ程度の石が散在する。

第2回潜水点では砂泥質である。

2）魚砿の状況

第1回引揚魚礁：底而を除く他の面で11,勧一玉物

がよくついて網目をほとんどふさぐ状態であった。

生物はフジツボ頚が優占で、これに殻長10厩以下

のカニ熟、エビ顛が生息している。フジツポ融は2

月筋ろ模様で白いものの方がはるかに多く、赤いも‘和協ろ模様で白いものの方がはるかに多く、赤いものは極めて少なかった。そしてこれらは鋼材を巻

くようjこ新生し厚みは3～407!である。フジツポ群の上にところどころ約10OC㎡(10×lOc刃）

にサンゴ類がおおっている。魚礁内側にはヒトデ、クモヒトデ、パフンウニ等が付着している。

底面は5～10”の砂中にあった様子で、付蒋生物はみられなかった。

鋼材は付瀞生物でおおわれていた部分、および底面での露出部分ともに表面は無色で、腐食による

ヤセはみられなかった。

－24－



｜
後のエキスパンドメタル魚碓の沈設には生物（特にフジツポ）の付蒋に適した時期を選ぶべきであろう‘

また沈股にあたってlま今後の調謙に備えて魚礁にそれぞれ適当噸標繊をとりつける”力‘望ましい。
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技術普及の部

クロダイの種苗生産試験

昨年度にひき続き、クロダイ種苗の大量生産という立場から、その方法、技術について試験検肘した。

1．親魚．採卵

昨年度の結果から、長期間飼育された親魚､釣漁獲された親魚雄刺網により捕獲された親魚より採

卵、受精において秀でていることは明らかであるが、一時に多量入手可能なこと等の便宜から本年は主

として刺網漁獲親魚を使用した。

昨年度の調査で兵庫県五色町漁協では5月から6月にかけて毎日100～200K9の親魚の水揚げ

があることが判明したので、本年度は同漁協の協力を得、水揚げ後直ちに採卵した。採卵は親魚腹部を

軽く圧する方法で行救い、受精は乾導法を用いた。卵は十分洗浄し精子を除いたのち受納卵を分離した。

受精率は親魚個体による変動が大きく、O～87％の間にあった。受精卵は海水102に約1万粒の割

合で収容し写ビニール袋に空気とともに密封して水試へ輸送した。輸送は慨ね3～5時剛を要した。

輸送中の水温変化に注意し、保温箱を使用したたぬ水温の変動は2℃以内であった。

2．ふ化

In熔パンライト水槽（直径140恥深さ8ocm)に受精卵約20.000粒を収容しふ化させた。

水温は水中ヒーターを用い、18．2℃～20．6℃の間に保った。なお水温分布を均引上するため弱いエ

アーレイシヨンで海水を癖した。受精からふ化までに要した時間は40～54時間であり、ふ化率は

60～90%であった。

3．稚仔魚の飼育および生長

ふ化仔魚はふ化に用いた容器(1繕パﾝﾗｲﾄ水槽)のまま弱いｴｱｰﾚｲｼﾖﾝをしながら止水

で26日間厨青した。その後はエアーレイシヨンを強めると同時に毎分約10/の割合で換水しながら

飼育した。ふ化後20日間はグリーンウォーターを餌料として培養したシオミズツポワムシを与え、そ

の後35日目まではシオミズツボワムシ劉雷漬魚肉を併用し、35日目以後I細波触肉のみを与えた。

なおシオミズツポワムシはグリーンオオーターとともに稚仔魚顕水に投入した。投餌はふ化の翌日よ

－26－



驚繍暴識驚喜室離；
,隙駕陰麗と鐸蓄…億膳後着"‘斜｡"…"種……
4．摘

1）

2）

3）

4）

昨年度慰

刺網漁圃

きクロダイの種苗生産試験を行救った。

ら採卵したが漁獲直後であれば十分使用が可能である。

ムシを最初の餌料としたが一応有効と考えられる。

ムシから直樹雷潰魚肉に餌料転換させたが、餌料の形態および投餌法に問題か
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表－1

Ⅱ
０
画
函
０
．
１

2

採 卵日鴎 5月I6El15時 5月26日15時3（ 5月27日17時 6月4日15時3〔 6月10日16時

採 卵劃 20,000粒 154,000fi 259,000粒 83,000粒 47,000粒

受精卯要 8,400粒 56,000* 146,000粒 72,000粒 33,000粒

受輔率 42.0% 36．4％ 56．4％ 86．7％ T0.296

卵発生時 n 48～54時lit 18．5～24時IB 40～43時間 42～43時階 45～48時間

ふ化日鵬
5/18
i5:oo～21:00

5／2
io:oo～15:3i

5／29
9:oo～i2:oo

6／1
9：30～io:31

6/i;
13：00～16：0〔

ふ化仔魚尾姿 s.ioom 32,000ft 114,000尾 65,000I 28,000尾

ふ化・ 嘩 67．9％ 57．1％ 78．0％ 90．3％ 84．81

卵発生中の水態 I8．2～19．0℃ 17．4～28．3て 18．4～206℃ 18.3～20.21C 18．5～19．6て

同比重位IS 1．02375 1.0235 1.02414 1．0236 1．02394

取揚げ月 ［ 7月6F 6月29 7月18E 7月26 8月1日

飼育期I ! 50日股 33日m 50日w 50日間 50日fl

取揚げ尾関 763尾 7．296尾 6，479尾 3，128月

生残劇 13．4％ 6．41 10．0％ 11．291
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図－1クロダイ稚仔の生長
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ヨシエビ種苗生産試験

前年度にひき続き、ヨシエピ祇苗生産試験を実施した。

第1次試験

ユ方法

種苗生産試験にはパンライトタンク(0.5トン、1．0トン）、コンクリート屋外池(4．5"×1.6"×

×0.4"）を使用し、飼育海水はサンライン150目（化繊織網）布でろ過した。

産卵、ふ化後の飼育は、ゾエア期以後の餌料として試験タンク内に浮遊けい藻を繁荊せしめるための

栄養塩添加方法を数顧試みながら行なった。

2 結果

ふ化、飼育経過は表-1に示すとおり運6水槽のうち4水梢のものが産卵したが、うち2水槽はふ化

し紅い力、ふ化率の大変悪いものであった。表－1の1号水梢のみ晒謝に経過し11～12日間でボス

トラーパ期に変態したが、ミシス期以後のへい死が著しく、ポストラーパ変態後6日|Ⅲで全滅した。

我－1ふ化飼育経過（親エビ収容7月8日）

－30－

水槽N 1号 2号 3畠 4梧
句 5号 6号

コンクリート↑

親エビ収容爵 ・6

栄養雌

添加乳

法とガ

硝酸カリ23

第2燐酸ナI

リウム0．2；

親エビ収容0

日から毎日も
’
一

1号に同じ

ふ化直後よ

り毎日投与

硝酸力！

100

第2燐酸ナ

トリウ．

14S

水ガラス

105

クレワッ’

32投フ

30

ゾエア期よ

りスケレト

ネマ投入

ふ化直後ヌ

ケレトネマ

投入し硝耐

カリ23

第2燐酸ナ

トリウム

0.25

親エビ収容と

同時にスケレ

卜没入硝酸力

リ2

第2燐酸ナト

り．ウム0.29

毎側投ン

7月9日 産別 臓卵 産卵せす 産卵 産’1 施卵せ可

10E ふイ

クレワツトー

320．62

役フ

スケレトネ胃

繁殖

同左

スケレトネ

マ繁殖しコ

ーヒ色を塁

』

ふ化せず ふイ

スケレトオ

マと栄養雄

投入

夕方コーヒ

色を呈す

スケレトネマ

繁列



注1.2.4.5.号は1トン水槽3.4号は0.5トン

6号水槍出88ﾄン
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丁変態
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‐
．

Ａ
ゾ

10.00時

ァ2期

15日 ゾさ ア3期

16Fl シ』

ノ
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ワ
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17P
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ミシ；

琴’
18B

I

20日

21Fl

シュリンプ

ﾜﾑﾄ投与
歩滅多い

、

ボス|トラーバ
に変態

約!|''犀

－一一一

26n 全滅↓
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第2次試験

ユ 方法

大型コンクリート池（2．5沈×8.0油×1.5腕屋外）を使用し、けい藻の培養は、硝酸カリ383、

第2燐酸ナトリウム3．83を親エビ収容と同時に投入し、以後ミシス期に変態するまで毎日投入した。

親エビは14尾収容したが、収容と同時に産卵したものが2尾見受けられた。．

使用海水は第1次同棟のろ過海水をもちい、ゆるやかなエアーレイシヨンを行なった。

2結果
▲●

ふ化、飼育経過は表－2に示したが、6日目にミシス期墜変鰹11日目にポストラーパに変態し、

この時点で約40万尾の生残であった。歩減りは今回もミシス期以後に著しく、この期以後の餌料に検

討の必要なことを痛感した。

P10の頃から池底に沈着し、堆積した泥や、雑物、維藻等に潜入していた。その後9月中はプ知

ンシユリンプのみで飼育し、10月以降冷凍赤貝をも少し投与したが、水温の低下などもあって成長は

悪く10月10日現在の体長は10～15mで、生残尾数は約1.500尾であった。

表－2ふ化、飼育経過（親エビ収容9月4日）

変態

9月4 14尾収容

5E ふ化

7日 第1ゾエア（17時）

8日 早いもの

第2ゾエア(16時）

9日 第2ゾエア

10日 第3ゾエア

早いものミシスに変魅

11日 ミシスに変態

13日

餌 準

けい藻培養のため、硝
鮫カリ381、第2燐
、、

酸ナトリウム3．81投

ス

同」

同上

同上

珪酸ソーダ3．81

クレワツトー32

111

プラインシユリンフ

投弓

同上

同」

－32－

水源

（13時）

27．0℃

28．6

28．6

28．3

26．5

－

25．3

26．1

そ の イ H

収容と同時に産卵しメ
もの2尾

歩減り多し



9月16日

17E

221

25

10月IOE

｡

一部:

典

ボス

池底I

多《

体長

約1．

ストラーバに変

ラーパに変態

沈蕃したもの

0～15na

00尾生残

プライ

投与

ンシユリンフ

同上

同上

同上
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27．8て 約40万尾と推定

26.I 歩滅多し
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E

《

日 ﾛ

水深 （流）

水温 （℃）

流速仁叩/eeh.

C0D(PP*:

NH-N(PPJM1

HO-H(ppw*;

NO-H(PP7泥‘

PO-･p(PP

ce(%<>:

谷川．下荘漁場の環壌

11月の海2 1月の海沃

谷川

Sも St3

11月191 11月19E

io:o 10:1

8． 8.（

18 18．1

13 16.

0 0.：

0.0

0．03 0．03

0.09 0．08

0.022 0．024

18.50 18．3

下 荘

Sb8 Stlfl

11月201 11月20［

ll:l 12：0

5.5 3.0

16. 15.

9.8 2.5

0.6 0.6

o.o: 0．01

0．04, 0.04i

0．09’ 0.13'

0.021 0．026

18．2 18．1

谷ノI

Sも】

1月22E

14：0〔

9.0

15．1

0.2

0.3i

0．02:

0．061

0.021

18.1:

Sも‘

1月22E

14:2!

ー

9.0

17.I

0.2

0．01

0．22‘

0.016

18，1

下荘

Sも，

1月20

11:4

5.〔

9.3

15．

0.2

Op1

0.15

0．014

18，2

St1

1月201

10：5

ｰ

8

10．5

0.6

0.18

0.01

0.07

0.014

18.21

3 月 の 海 況

谷ノI

Sc

3月9H

io:3o

13

9

4

0

0‘17

0.008

0．005

0．013

18.34

St3

3月9日

11:10

8.8

34．6

1.3

0．007

0．005

0.013

lfl.3C

下珊

St8

3月10E

10:3C

8.1

8」

5.6

1.7

0．00〈

0.005

0．001

17，91

Stll

3月10E

11：0〔

－

fi.O

8.2

1.3

0

0.009

0.015

0.0Oi

17.9(
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ノリ養殖技術普及事業

府下のノリ養殖業者は着業後日も浅く、技術も未だ充分ではない点が多いので、採苗、育苗、養殖管

理を中心に下記のような技術指導事業を行救うとともに指導に必要な園査をおこなった。

1．ノリ養殖検討会の開催

昭和44;年6月20日13:30～16:40

於，水産試験場会議室

関係者80名参加

会議内容

a、43年度ノリ養殖期間の海況について。

b・糸竣体の培養と採苗について。

o.43年度ノリ養殖状況について。

d、44年度ノリ養殖計画について。

2．〃のり養殖通報〃の発行

昭和44年10月6日から45年3月28日まで、計8号発行。

3，ノリ養殖技術週｡指導

昭和44年10月6日から45年3月10日まで、毎月、第2、第4火、水曜日に府下漁場を巡

回指導した。

oノリ養碩概況

9月

20日すぎまで高気温が統いたが下旬に入り急に涼しく煎った。水温は月平均、23．8℃で昨年よ

り1℃低めに推移した。

ユ0月

気温、水温ともにおおむね順鯛に降下し、水温は下旬には20℃を割った。降雨量は少なく、比重

は例年よりやや高めであった。採苗は10月4日から始まり下旬までに終了した。特に10Hまで

の採苗は好凋で、23日に初入庫された。

ユユ月

気温、水温ともに順調に降下し、下旬には、気温、10．7℃、水温15.5℃となった。降雨量は多

く、比醗も月間を通じ例年より低かった。秋芽は下旬までにほとんどすべて冷蔵され、10H末に

始まった二次l芽採苗が本格化した。上旬、一部で幼芽に白グサレによるイタミが入ったが被害は少

－38－



なかった。

ユ2月

上旬に高気温期力lあり､水温も，2～15℃の間で不安定であったが､下旬から気温が急激に降下
し、それに伴い水温も順調に降下した。上旬までにほとんどすべての網が入庫を終った。12月5

日に初張込み(爵き流し)が行なわれ､月末から摘採が始奮った｡生育は全般に順調であった。
ユ月

気温は上旬、非常に低かったが、中旬に高温期があり不安定であった。しかし水温は順調に降下を

続けた。上旬には全漁場の張込みが終了し、生育も順調であった。中旬には南部漁場でリクモフオ

ーラの大量発生をみたが月末ごろから少なくなった。

2 月

上旬は季節風が強く気温も下った力も14日から約10日間高気温が続き、全般に不安定であった。

上旬に年間最低水温を記録し、水温はその後上昇し始めた。降雨量が少赦く比重も下旬から例年よ

り高くなった。中旬に一部で網の張り換えが行救われたが結果はおおむね悪かった。

3月

上旬、中旬と2度にわたり寒波がおとずれ上旬の水温は2月下旬より低くなった。

その後も水温の上昇は鈍く、例年より約3℃低かった。比重は2月下旬からひき銃き高めに推移し

た。網の張り換えが本格化し生育も順鯛であった。

4月

上旬に急に暖かくなりその後もやや上昇は鈍いが順調に気温は上昇した。水温は中旬まで例年より

2℃ほど低かったがその後例年並みとなった。比重は降雨量が例年の2倍以上あり、中旬以降低く

癒った｡北部､中部漁場で中旬､ﾘｸﾓﾌｵーﾗの大量発生によるドﾀグｻﾚが起り､予想より
20日程度早く､|下旬には終漁期を迎えた。

。ノリ養殖業の現況

－39－

43年度 44年I 前年比

経営 体 数 81 8 1．04

養殖者数 1051 1234 1．11

支柱柵姿 66： 900柵 1.3（

浮き流し柵曹 4.000fl 8，00’ 柏 2.0（

種網要 7，000も 16，000秒 2.2〈

生産枚要 4，350，000枚 13,000,000枚 2.9〈

騨蔦網息
ｉ
Ｔ
Ｆ

I 621* 813* 1.31

:位蓄輔
プ ｊ

ｉ 1,088イ 1，611t 1．41
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瀬戸内海栽培漁業事業

1．種苗中間育成放流事業

前年度にひき統き瀬戸内海栽培協会より配布のあった種苗を一定期間育成管理し、大阪湾沿岸の適地

に放流した。

穏苗中間育成および放捷状況

澱

美:燕二雲
受 入尾数

2,000千尾

2,000
クルマエビ

70（

3.2704,700計

Z実践漁塙設定飼査事業

量産されるクルマエビを選定した特定の漁場に集中的に放流し、栽培漁業の生産効果を実証するとと

もに具体的実施方法の確立をはかるため､国の助成を得て事業的規模で実施した。なお調査結果の詳細

は、大阪府水産試験場研究報告第2号('昭和45年9月）に記載している。

（1）実践漁場設定願交地区

泉南郡南海町西鳥取と箱作にまたがる地先海面

（2）保護育成場

放流用クルマエビの環境馴化（野性化）と大型種苗に育成を図るため、網囲いによる保護育成場

を設風し、網囲い内の害敵駆除を行なった。

構造､規模

浮子弐網囲い、網地サンライン30目

保護育成場面積100"×5om=5000jrf

（3）劉査結果

了、実践漁場並びに育成場の底質

実践漁場の底質は岸より200"～500沈は小砂、細砂が多く、沖合に向って順次泥成分が

多くなる。育成場内は小砂が大半をしめている。

イ、保護育成場付近の生物

底びき網による漁穫調査の結果は魚類27種、甲殻瓢9秘で、マダイ、ハゼ麹、マフグ等が輪

に多かった‘

一"10－



ウ、天然クル

量的には

ｴ、育成、放

7月30

育成して、

ｵ、放流後の

ピ発生状況

少ないが天然群の発生している海域である。

二
《
唇
一
．
裳
葺
長

マ
ご
流
日
８
成

塔漁業センター玉野事業堤より253万尾平均体長11函を受入れ、23HHIJ

21日632千尾（歩箭25％）平均体長33顕を放流した。

と分倣、移動

は、平均体長33画で放流し40日後の9月30日には平均体長101.9ranに成

の10月28日には平均体長115．7顕平均体重18．33に成長した。

ついては、9月30日の調査までは沖合の分散、移動は少なく、岸沿いの広が亀

うに思われる。

跡にとどまるものも多かった。その磯次卵に沖合へ移醐しiI月上旬には1,50

の方が大き↓

一方、育成

|'合で放流群と思われるものが漁獅されるようになった。~2,o0omf

力、漁獲状況

kり放流付近において、約8.000尾が再捕され、その後1500～200om沖10月1日。

二が数簸は明らかでない二合で漁獲され局

－41－



職 表現 員貝

(叩和44年3月末現在）

好 礼治場長 三

主幹兼課長

技師

〃

〃

〃

元木秀列

吉田俊・一

西田明義

城久

林凱夫

試験調荘課

明
昭
六
利

口
田

戸
榊
戸
辻

（はやて 船 長 ）

樋関長）

乗組員）

〃）

美
ゞ
彦
男
幸

技術員

業務員

巻 田 一雄

安次揃典錠

橋本番

時岡博

野田浩一郎

小 特 弘夫

長
師

技術瞥及鮒！ 課
技

修
一
元
警
消

剛
田
野
原
場

吉
尾
若
南
鋤
．
中

主車

主車補

理
実
治
男
子

術

業

技

作
｛
二
■
●
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算 (人件費を除く）

単位千＝

予

質汚 2.71漁海況、水I

水質汚濁藍・

増養殖試験

水産技術晋

栽培漁業関

調査船運航

施設整伽費

場

濁等澗蚕費

設整備費視脆 ４
０
３
８
５
７
２

９
１
０
３
２
６
８

９

６

９
，

９

９

９

９

２
２
１
２
２
７
６
６

苧“
係郡業費

繋附徴

潜提＞(防波

87，93菌
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